
　　　
菊
池
市
は
県
内
肥
育
牛
の
年
間
出
荷
量
の

約
40
%
を
占
め
る
一
大
肥
育
地
帯
で
あ
る
も
の

の
、
そ
の
肥
育
素
牛
は
一
部
を
他
県
に
依
存
し

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、Ｊ
Ａ
菊
池
は
こ
の
状

況
を
改
善
す
る
た
め
、
2
0
1
7
年
に
肥
育
素

牛
の
確
保
・
安
定
供
給
を
目
的
と
し
た
C
B
S

を
開
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
関
係
機
関
や
外
部

専
門
家
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
議
論
を
重
ね
、

J
A
主
体
の
施
設
と
し
て
は
全
国
初
の「
農
場

H
A
C
C
P
」の
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
開
設
６
年
目
の
現
在
は
、
管
内
の
酪
農
家
か

ら
預
か
っ
た
乳
用
牛
約
2
1
0
頭
、Ｊ
Ａ
が
所

有
す
る
雌
の
繁
殖
和
牛
2
0
3
頭
、
和
牛
子
牛

約
4
0
0
頭
を
管
理
。
管
内
の
肥
育
生
産
者
に

年
間
約
5
0
0
頭
の
和
牛
子
牛
を
供
給
す
る

拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　　　
子
牛
の
体
調
は
変
化
し
や
す
く
、
管
理
が
難

し
い
の
が
課
題
で
す
。Ｊ
Ａ
菊
池
C
B
S
で
も
開

設
当
初
、
飼
養
管
理
の
壁
に
直
面
し
ま
し
た
。

課
題
を
克
服
す
る
た
め
、Ｊ
Ａ
菊
池
C
B
S
と
Ｊ

Ａ
熊
本
経
済
連
、
ジ
ェ
イ
エ
イ
北
九
州
く
み
あ
い

飼
料（
株
）、
J
A
全
農
が
連
携
。
熊
本
経
済
連

が
推
奨
す
る「
飼
養
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」に
基
づ
い

た
管
理
と
、
北
九
州
く
み
あ
い
飼
料
が
供
給
す

る
配
合
飼
料
に
よ
る
給
与
体
系
で
、
優
良
素
牛

の
安
定
的
な
生
産
・
供
給
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
管
内
へ
の
素
牛
供
給
は
、
気
候
な
ど
の
環
境

変
化
や
移
動
距
離
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
で
子

牛
が
受
け
る
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
で
き
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
肥
育
生
産
者
か
ら
も

「
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
る
」と
好

評
で
す
。
　

　
22
年
度
の
枝
肉
成
績
は
、
上
物
率
97
%
の

好
成
績
を
記
録
。
枝
肉
成
績
が
出
始
め
て
か
ら

は
、
管
内
の
肥
育
生
産
者
の
間
で
更
に
C
B
S

へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
平
田
所
長
は

「
供
給
す
る
素
牛
が
枝
肉
と
な
っ
て
結
果
が
分

か
る
の
は
2
年
後
。
今
年
度
は
繁
殖
牛
の
更
新

が
始
ま
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
管
理
を
徹

底
し
、
優
良
な
素
牛
を
供
給
し
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
菊
池
C
B
S
は
、
更
な
る
成
績
向

上
に
向
け
て
、
23
年
4
月
か
ら
子
牛
用
健

康
管
理
I
C
T
機
器「
ア
ッ
ト
モ
ー
メ
ン
ト
」

の
試
験
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
ア
ッ
ト

モ
ー
メ
ン
ト
」は
、
首
に
か
け
た
電
子（
ク
ラ

ウ
ド
）タ
グ
が
子
牛
の
活
動
量
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
計
測
。
活
動
量
を
デ
ー
タ
化
し
て

可
視
化
す
る
こ
と
で
、
不
調
の
子
牛
を
早

期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情

報
通
信
技
術
）機
器
で
す
。

　
子
牛
の
生
存
率
を
上
げ
る
こ
と
は
経
済

的
な
損
失
を
防
ぐ
こ
と
に
直
結
す
る
た
め
、

外
部
導
入
子
牛
の
健
康
管
理
で
成
果
を
上

げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
優
良
な
素
牛
を
地
域
の
生
産
者
に
安
定

供
給
す
る
と
い
う「
責
任
」が
つ
な
ぐ
信
頼

関
係
。
こ
れ
か
ら
も
管
内
の
繁
殖
基
盤
を

支
え
る
重
要
な
拠
点
と
し
て
、Ｊ
Ａ
菊
池

C
B
S
の
活
動
に
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

Ｊ
Ａ
菊
池
Ｃ
Ｂ
Ｓ
の
取
り
組
み

　
熊
本
県
の
Ｊ
Ａ
菊
池
キ
ャ
ト
ル
ブ
リ
ー
ディ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
以
降
、

C
B
S
）は
、管
内
の
肥
育
生
産
者
に
優
良
な
素
牛
を
供
給
す
る
拠
点
と

し
て
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
J
A
菊
池
Ｃ
Ｂ
Ｓ
の
取

り
組
み
と
、生
産
性
向
上
の
た
め
試
験
的
に
使
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器「
ア
ッ

ト
モ
ー
メ
ン
ト
」に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

A S E
T U DY

〜「
アッ
ト
モ
ー
メ
ン
ト
」の
試
験
実
施
〜

優
良
な
素
牛
の
安
定
供
給
目
指
す

Ｊ
Ａ
菊
池
キ
ャ
ト
ル
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

子牛用健康管理ICT機器  「アットモーメント」

　首にかけたタグで子牛の活動量を測定します。日々の
活動量の推移を24時間365日モニタリングすることで、
人が気づかないような子牛の変化を発見し、早期に対
処することで健康状態を改善することができます。
　また、個体ごとの活動量の変化はグラフ化し、スマート
フォンやタブレット、PC等で確認できるほか、処置なども
記録でき、飼養管理記録としても活用可能です。万一、
子牛の活動量に異常が認められた時は、メールやLINE
で通知を受け取ることもできます。

養牛

CBS開設3カ月後に「農場HACCP」認証を取得。消費者へより安全・安心な畜産物の提供を目指す

子牛の活動をモニタリング。変化を早期に発見する

気になる子牛について、関係者で対応を検討

ハッチによる管理で一頭一頭の状態をチェック

アットモーメントは5月から、
全農畜産サービス(株)で
販売をスタートしました！

お問い合わせはお近くのＪＡまで

アットモーメントとは？

タグは小型で軽量。振動発電
により電池交換は不要

アットモーメントの導入効果

活動が低下している子牛を
目視で気づきにくい段階で発見・検知。
➡早期発見、早期治療により治療費を削減し、牛の育成状態
を改善します。

1

子牛の見廻り業務の平準化を図れる。
➡業務経験が浅くても子牛の疾病兆候をチェックすることが可
能です。

2

いつでもどこでも子牛の活動状態の確認が可能。
➡治療後の回復具合などを牧場以外からでも確認できます。

3

業務の効率化や経営強化。
➡死廃率の改善、治療期間の短縮により収益の改善につな
がります。

4

定期的に電池交換などの
メンテナンス作業が発生しない。
➡電池未使用のセンサーだからこそ実現可能。

5

ＪＡ菊池
キャトルブリーディングステーション

所 在 地
開 　 　 設
飼 養 頭 数

年間供給頭数

熊本県菊池市泗水町豊水300-1
2017年
乳用牛約210頭、
雌の繁殖和牛203頭（JA所有）、
和牛子牛約400頭
約500頭の和牛子牛を供給

：
：
：

：

受信機との
通信距離 半径30m

受信機 サーバー

軽量タグ
タブレット端末など

肥
育
素
牛
確
保
へ

年
間
5
0
0
頭
を
供
給

経
済
連・く
み
あ
い
飼
料
と
連
携

上
物
率
97
％
を
記
録

「アットモーメント」を扱うライブストック・
アグリテクノ（株）の担当者

おすす
め

します！

ＪＡ菊池CBS

哺育担当の
眞嶋さん

平田所長

電
子
タ
グ
で
活
動
量
を
計
測

不
調
の
子
牛
を
早
期
に
発
見
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